
 
 
 
 

 

１ 平行四辺形ＡＢＣＤで，辺ＡＢ上に点Ｐをとり，Ｐと対角線の交点Ｏを通る直線をひ

き，その直線と辺ＣＤとの交点をＱとします。このとき，ＯＰ＝ＯＱとなることを，あ

る学級では，下の図１をかいて証明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この証明をしたあと、点Ｐの位置を図２のように変えました。 

  このときも図１と同じようにＯＰ= ＯＱとなるかどうかを考えてみたところ，下のア

からエまでのような意見が出ました。正しいものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  ア  図２の場合も，ＯＰ= ＯＱであることは，すでに上の証明で示されている。 

  イ 図２の場合は，ＯＰ= ＯＱであることを，改めて証明する必要がある。 

  ウ 図２の場合は，ＯＰ= ＯＱであることを，それぞれの長さを測って確認しなけれ

ばならない。 

  エ 図２の場合は，ＯＰ= ＯＱではない。 

 
 
 
 
 
 

解 答 年 組 番 

名 

前 

力だめしミニプリント  数学【図形】⑪ 
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年 組 番 
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力だめしミニプリント  数学【図形】⑪ 

 
 
 
 
 

 

１ 平行四辺形ＡＢＣＤで，辺ＡＢ上に点Ｐをとり，Ｐと対角線の交点Ｏを通る直線を

ひき，その直線と辺ＣＤとの交点をＱとします。このとき，ＯＰ＝ＯＱとなることを，

ある学級では，下の図１をかいて証明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この証明をしたあと、点Ｐの位置を図２のように変えました。 

  このときも図１と同じようにＯＰ= ＯＱとなるかどうかを考えてみたところ，下のア

からエまでのような意見が出ました。正しいものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  ア  図２の場合も，ＯＰ= ＯＱであることは，すでに上の証明で示されている。 

  イ 図２の場合は，ＯＰ= ＯＱであることを，改めて証明する必要がある。 

  ウ 図２の場合は，ＯＰ= ＯＱであることを，それぞれの長さを測って確認しなけれ

ばならない。 

  エ 図２の場合は，ＯＰ= ＯＱではない。 

 

解 答 

H24全国Ａ8 中学校 2 年 

 

答 

ア 


